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近年の自然エネルギーに注目が集まっている中で、太陽光発電の普及がより一層すすんでいる。そのよ

うな状況の中で鳥取県においては、天候条件により十分な発電が見込めない状況があるため、発電量を増

加させる手段が必要とされている。 

今回、発電量を増加させ、太陽光エネルギーを最大限に引き出すことのできる太陽光を追尾するシステ

ムを構築した。本システムの発電効率の比較測定を行った結果、追尾をしない固定状態と比較して約 1.3

倍の発電量を取り出せることを確認した。  
 
1．はじめに 
近年、自然エネルギー活用に注目が集まってきてい

る。法律的にも固定価格買い取り制度の創設によって、

一般家庭での普及も後押しされている。また、自治体

や民間企業によるメガソーラー建設も積極的に行われ

ている。現在の買い取り価格は 42 円／kWhで、日照時

間が十分ならば、ほぼ十余年で初期コストを解消でき、

採算ベースに乗ると言われている。 

そのような状況の中で、鳥取県は冬期には曇りの日

や積雪の日が多く、天候的に太陽光発電の設置は不利

な地域となっている 1)。 そのため、数少ない良好な日

照状態の日において、いかに効率良く発電量を得るか

が鍵となっている。 

今回、太陽光エネルギーを最大限引き出すことを目

的に、太陽光追尾を行うセンサ部の開発を行った。本

報告では開発した追尾システムの有効性を確認するた

めに、発電効率の比較実験を行ったので、その結果を

報告する。 

 

2. システム構成 

2.1 光追尾センサ 

図１に、太陽光の追尾を行うセンサ部の外観を示

す。センサ部の 4 つのセンサは、四角錐の底面を除く

各面に配置されている。使用するセンサについては、

太陽光の照度に対応するために、10 万 Lx までの照度

に対応できるフォトダイオードを使用した。 

図２に回路構成図を示す。各センサの出力信号をオ

ペアンンプにより増幅した後、コンパレータを使用し

て、上下（仰角）、左右（方位角）各センサの信号出力

差を比較し、各信号に差がある場合は駆動部を動作さ

せ、差がなくなると駆動部を停止させる。尚、コンパ

レータの出力は、図３に示すようなヒステリシスを設

け、照度差（Δlx）による入力電位差が微小な場合に

は、モータ駆動用の出力信号として出さないように設 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図１ センサ部 

 
図２ 回路構成図 
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計している。これにより、モータの頻繁動作によるエ

ネルギーの消費を抑えている。尚、万一の場合の駆動

ユニットの暴走を防ぐため、仰角 31～78 度、東西各

55 度を超える範囲をオーバーラン領域と設定し、駆動

系を強制遮断するリミットスイッチを設けた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2 太陽光追尾型発電システム 

 図４に太陽光追尾型発電システムの全景を、図５に

構成機器の接続図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光パネルは、156Ｗ出力の多結晶タイプを使用し

た。このパネルの上部に太陽光追尾を行うセンサを、

同じ方向に面するように配置した。駆動ユニットへの

太陽光パネルの固定は専用の架台を製作し、取り付け

た。 

発電部は、太陽光パネルに電子負荷を接続し、電子

負荷の定電圧モードで負荷動作させることにより、電

力を取り出している。その発電量を測定するために、

マルチメータを 2 台使用して、1 台は電圧の測定を行

い、もう 1 台は、クランプメータのアナログ出力を電

圧測定することにより電流の測定を行った。計測シス

テムを図６に、計測画面を図７に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図４ 太陽光追尾装置と測定環境の全景 

 
図５ 構成機器接続図 

 
 

図６ 発電量計測システム 

 
 

図７ 実際の計測画面 

 
図３ 照度センサのヒステリシス 
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3. 結果と考察 
太陽電池パネルを南向き地面との設置角 30 度の固

定設置のもの（追尾なし）と今回制作した太陽光追尾

装置（追尾あり）での発電電力比較を行った。 

図８に晴天時の、図９に曇天時の発電量計測結果を

示す。天候の如何にかかわらず、追尾ありの場合が追

尾なしの場合を上回る発電量の結果が得られ、追尾を

行った場合、追尾なしの状態に対して、約 1.3 倍とな

ることが確認できた。 

 今回は、電子負荷を電圧固定モード（CV モード）で

動作させており、最大電力点（Pmax）で動作はさせて

いないので、差異を発生させにくかった。Pmaxを瞬時

に取得できる PV アナライザを用いれば、さらに詳細

な追尾装置の効果が発電電力差として観測されると考

えられる。 

 

4. おわりに 

本報告では、太陽光パネルの追尾を行うセンサ部の

開発を行うとともに、太陽光追尾による発電量の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のために、追尾システムを構築し、太陽光パネルが固

定の状態における発電量と、追尾状態における発電量

の比較を行った。 

固定時と比較して、今回の条件では、約 1.3 倍の発

電量となることが確認でき、センサ部の有用性ととも

に光追尾の有効性を確認した。 

 駆動部等に必要な電力量を考慮し、その電力量を上

回る発電量の増加が見込まれれば追尾システムが有効

な方法であると考えられる。 
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図９ 発電量計測結果（曇天時） 

 
図８ 発電量計測結果（晴天時） 
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